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私
に
と
っ
て
は
、
農
業
委
員
と
し

て
三
年
目
、
三
回
目
の
視
察
研
修
で

す
。
一
月
三
十
日
市
役
所
春
日
庁
舎

を
定
刻
八
時
三
十
分
に
出
発
、
前
日

か
ら
の
雨
も
次
第
に
上
が
り
、
時
々

晴
れ
間
が
の
ぞ
く
絶
好
の
研
修
日
和

に
な
り
ま
し
た
。

　

自
然
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
安
定

収
入
を
得
る
こ
と
を
目
標
に
、
平
成

五
年
に
資
本
金
三
百
万
円
で
有
限
会

社
三
豊
セ
ゾ
ン
を
設
立
。
セ
ゾ
ン
と

は
フ
ラ
ン
ス
語
で
季
節
と
い
う
意
味

で
す
。

　

社
員
三
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、
農
地

面
積
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
域
の
遊
休

農
地
を
借
り
受
け
て
規
模
拡
大
を
図

り
、
平
成
九
年
に
は
求
人
募
集
広
告

を
行
い
就
農
希
望
者
の
受
け
入
れ
を

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
に

は
、資
本
金
五
百
万
円
を
増
資
し
て
、

株
式
会
社
三
豊
セ
ゾ
ン
に
組
織
変
更

し
、
平
成
二
十
三
年
に
三
豊
フ
ァ
ー

ム
サ
ー
ビ
ス
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
は
水
稲
九
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
野
菜
三
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
複

合
七
種
（
レ
タ
ス
・
グ
リ
ー
ン
リ
ー

フ
・
玉
ネ
ギ
・
青
ネ
ギ
・
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
・
に
ん
に
く
他
）
を
栽
培
さ

一
日
目
（
一
月
三
十
日
）

㈱
三
豊
セ
ゾ
ン
・

三
豊
フ
ァ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

視
察
研
修
に
思
う

農
業
委
員
　
池
上
　
一
幸

れ
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
の
受
託
は
二
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
育
苗
・
代
掻
き
・
田
植
え
・
稲

刈
り
な
ど
）
で
、
学
校
給
食
の
食
材

の
納
入
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
業
員

二
十
四
名
（
パ
ー
ト
含
む
）
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
な
り
に
感
じ
た
こ
と
を
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。

⃝
�

香
川
県
（
う
ど
ん
県
）
観
音
寺
市

は
県
の
西
端
の
地
で
人
口
六
万
人

の
町
で
、
四
国
山
脈
と
瀬
戸
内
海

に
囲
ま
れ
た
温
暖
な
気
候
で
風
光

明
媚
な
田
園
地
帯
で
あ
る
こ
と
を

感
じ
た
。

⃝
�

従
業
員
の
年
齢
別
構
成
比
（
社
員

の
み
）
二
十
歳
代
～
四
十
歳
代
の

若
者
を
中
心
に
幅
広
い
年
齢
層
で

あ
り
、
次
代
を
担
う
優
秀
な
人
材

確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
今
日
も
朝
か
ら
野
菜
を
収

穫
、
選
別
し
手
際
よ
く
箱
詰
め
さ

れ
た
レ
タ
ス
、
青
ネ
ギ
な
ど
大
型

ト
ラ
ッ
ク
に
出
荷
準
備
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

⃝
�

社
長
自
ら
が
指
揮
命
令
す
る
の
で

は
な
く
、
各
部
門
ご
と
に
責
任
者

を
決
め
、
就
農
者
と
し
て
の
自
覚

と
責
任
を
植
え
つ
け
て
い
る
。
決

し
て
営
利
目
的
中
心
で
な
く
、
農

閑
期
七
月
八
月
に
海
外
旅
行
、
ふ

る
さ
と
帰
省
等
に
年
次
有
給
休
暇

を
付
与
し
、
福
利
厚
生
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
立
派
な
会
社
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

後
に
な
り
ま
し
た
が
視
察
研
修
で

学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
（
五
年
か
ら

十
年
）
か
け
て
前
任
委
員
さ
ん
や
、

地
元
農
業
者
と
も
相
談
し
な
が
ら
地

域
で
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

視
察
研
修
報
告
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研
修
二
日
目
は
、
善
通
寺
市
役
所

に
お
い
て
の
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

私
た
ち
の
研
修
も
、
今
回
で
三
度

目
と
な
り
ま
す
。
私
自
身
も
今
回
で

最
後
の
研
修
と
な
り
、
今
ま
で
以
上

に
し
っ
か
り
と
研
修
を
受
け
ま
し

た
。
最
後
の
質
疑
応
答
も
時
間
が
足

り
な
い
く
ら
い
活
発
に
各
委
員
も
質

問
を
し
ま
し
た
。

二
日
目
（
一
月
三
十
一
日
）

公
益
財
団
法
人
善
通
寺
市

農
地
管
理
公
社
の
視
察
研
修

農
業
委
員
　
多
田
　
年
明

　

農
地
管
理
公
社
の
設
立
に
関
し
ま

し
て
、
平
成
八
年
当
時
、
後
継
者
不

足
に
よ
る
農
地
の
耕
作
放
棄
地
化

が
、
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
た

め
、
当
時
の
善
通
寺
市
長
が
危
機
感

を
覚
え
、「
い
つ
か
食
料
危
機
が
必

ず
く
る
。
農
地
を
農
地
と
し
て
保
全

さ
え
し
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る
」
と

の
考
え
に
よ
り
、
平
成
一
〇
年
に

善
通
寺
市
農
用
地
保
全
管
理
検
討
会

が
発
足
し
、
農
地
管
理
公
社
設
立
に

つ
い
て
全
農
家
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
農
地
管
理

公
社
が
必
要
で
あ
る
と
の
回
答
が
、

六
四
・
二
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果

を
受
け
、
平
成
十
一
年
四
月
に
任
意

団
体
「
善
通
寺
市
農
地
管
理
公
社
」

が
設
立
さ
れ
、
平
成
十
二
年
三
月
に

「
財
団
法
人
善
通
寺
市
農
地
管
理
公

社
」
と
な
り
、平
成
二
四
年
に
は
「
公

益
財
団
法
人
善
通
寺
市
農
地
管
理
公

社
」
と
な
っ
た
と
の
事
で
す
。

　

農
地
管
理
公
社
の
事
業
と
し
て

は
、
農
作
業
等
受
託
事
業
、
農
地
利

用
集
積
円
滑
化
事
業
、
後
継
者
・
新

規
就
農
者
育
成
事
業
、
特
産
物
開
発

事
業
が
主
な
事
業
と
の
こ
と
で
す
。

　

農
作
業
等
受
託
事
業
に
つ
い
て

は
、
耕
作
不
能
と
な
っ
た
農
地
を
い

つ
で
も
耕
作
が
可
能
な
状
態
に
保

全
管
理
を
行
う
と
の
こ
と
で
、
平
成

二
八
年
で
は
、
農
家
戸
数
六
八
戸
、

延
べ
面
積
約
三
〇
町
と
依
頼
件
数
が

急
増
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
丹
波

市
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
は
避
け
ら

れ
な
い
問
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
に
お
い

て
は
、
平
成
二
七
年
の
委
任
契
約
が

十
六
件
と
件
数
は
伸
び
て
い
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
後
継
者
・
新

規
就
農
者
育
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

認
定
農
業
者
等
の
担
い
手
が
高
齢
化

し
、
後
継
者
も
不
足
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
後
継
者
及
び
新
規
就
農
者
の

育
成
が
望
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

そ
の
、
新
規
就
農
者
の
方
に
お
話

を
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
大

阪
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
め
て
香

川
県
に
き
て
キ
ー
ウ
ィ
の
栽
培
を
し

た
い
と
、
意
欲
に
あ
ふ
れ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
質
疑
の
時
間
も
ほ
と
ん
ど

こ
の
方
へ
の
質
問
で
し
た
。

　

善
通
寺
市
の
担
当
者
に
よ
り
ま
す

と
、
こ
の
方
と
の
出
会
い
は
、
ほ
と

ん
ど
奇
跡
に
近
い
と
の
事
で
、
本
人

も
し
っ
か
り
と
し
た
考
え
を
持
っ
て

お
ら
れ
、
ま
わ
り
の
サ
ポ
ー
ト
も
充

分
で
あ
り
、
善
通
寺
市
に
来
て
か
ら

五
年
た
ち
、
ご
結
婚
も
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
意
欲
あ
る

若
者
が
、
丹
波
市
に
も
来
て
欲
し
い

と
の
意
見
が
農
業
委
員
か
ら
出
て
い

ま
し
た
。

　

丹
波
市
の
現
状
も
、耕
作
放
棄
地
、

不
在
地
主
が
増
え
て
お
り
、
春
日
地

域
の
農
地
相
談
会
場
に
も
、
高
齢
の

方
が
度
々
相
談
に
来
ら
れ
ま
す
が
、

良
い
解
決
方
法
が
見
つ
か
ら
ず
、
結

論
は
先
送
り
の
状
態
で
す
。
善
通
寺

市
と
同
じ
よ
う
に
は
出
来
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
今
、
何
か
手
を
打
た
な

い
と
近
い
将
来
耕
作
放
棄
地
化
が
進

み
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
思
い
、

今
回
の
研
修
を
終
え
ま
し
た
。
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柏
原
地
域

集
落
の
み
ん
な
で
守
ろ
う
！

営
農
組
織
、
作
ろ
う
！

地
域
特
産
物

下
小
倉
営
農
組
合
長
　
塩
見
　
正

　

昭
和
五
十
八
年
に
下
小
倉
地
区
農

用
地
利
用
改
善
組
合
を
設
立
、
農
地

の
利
用
規
定
を
設
け
活
動
を
展
開
、

平
成
九
年
か
ら
機
能
的
に
ブ
ロ
ッ
ク

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
、
そ

の
後
、
職
業
の
多
様
化
、
高
齢
化
に

よ
る
農
業
離
れ
、担
い
手
不
足
の
中
、

集
落
の
農
地
を
い
か
に
守
っ
て
い
く

か
困
難
な
課
題
が
浮
上
し
ま
し
た
。

　

対
策
と
し
て
集
落
内
の
話
し
合

い
、
地
域
の
合
意
、
先
進
地
視
察
等

実
施
し
、
安
定
的
な
集
落
営
農
を

目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成

十
七
年
に
地
域
に
お
け
る
全
農
地
の

利
用
集
積
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業

生
産
法
人
化
計
画
を
目
指
し
地
域
農

業
の
担
い
手
と
し
て
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
前
身
の
農
用
地

利
用
改
善
組
合
か
ら
「
下
小
倉
営
農

組
合
」
と
し
て
あ
ら
た
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
組
合
員
は
下
小
倉
地
内
に

農
用
地
の
所
有
権
又
は
使
用
収
益
権

を
有
す
る
者
七
二
名
、
役
員
は
一
七

名
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
集
落
の
主

な
担
い
手
と
し
て
認
定
農
業
者
二
名

の
ほ
か
水
稲
、
椎
茸
、
黒
大
豆
、
山

の
芋
等
の
作
付
を
行
っ
て
い
る
農
家

が
数
軒
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
年
々

高
齢
化
に
よ
り
耕
作
出
来
な
い
圃
場

や
、
転
作
割
り
当
て
で
農
家
が
消
化

出
来
な
い
面
積
の
調
整
役
と
し
て
営

農
組
合
が
受
託
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
や
転
作
目
標
の
達
成
の
た
め
取
り

組
ん
で
来
ま
し
た
。
現
在
、
水
田
活

用
の
直
接
支
払
い
の
対
象
で
あ
る
小

麦
、
小
豆
、
黒
大
豆
、
水
稲
計
約
六

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
引
き
受
け
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
総
会
に
お
い
て
体
調
の

都
合
に
よ
り
前
組
合
長
が
勇
退
さ
れ

役
員
（
理
事
）
に
お
い
て
は
高
齢
化

に
伴
い
、
若
返
り
の
改
選
が
数
人
行

わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
元
組
合

長
を
相
談
役
と
し
、
先
輩
諸
氏
の
ご

指
導
を
受
け
事
業
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
当
初
の
目
標
で
あ
る

農
地
の
利
用
集
積
、
法
人
化
の
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
の
必
要
性
を
感

じ
、
ま
ず
は
営
農
組
合
を
担
い
手
と

し
た
下
小
倉
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
十
月
に

は
織
田
う
ま
い
も
ん
フ
ェ
ス
タ
の
一

環
と
し
て
黒
大
豆
収
穫
体
験
・
販
売

を
実
施
、
他
県
に
販
売
し
た
も
の
を

含
め
て
昨
年
を
上
回
る
売
上
を
計

上
。
さ
ら
に
本
年
、
立
ち
上
げ
た
下

小
倉
資
源
保
全
会
と
協
賛
し
て
「
下

小
倉
と
都
市
と
の
交
流
会
」を
開
催
、

阪
神
間
か
ら
の
来
客
に
黒
大
豆
や
枝

豆
の
収
穫
体
験
、
女
性
部
に
よ
る
料

理
教
室
を
開
催
し
、
畑
の
キ
ッ
チ
ン

で
腕
前
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
、
六
回
、
役
員
三
名
が

集
落
営
農
法
人
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
参

加
し
て
営
農
組
合
の
法
人
化
に
向
け

て
の
講
座
を
受
講
、
し
か
し
、
法
人

化
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
当
面
は

実
践
に
向
け
て
地
域
の
高
齢
化
、
過

疎
化
問
題
の
課
題
解
決
が
先
決
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
第
一
歩
と
し

て
地
域
の
特
産
品
（
黒
大
豆
等
）
を

い
か
に
し
て
育
て
て
い
け
る
か
、
そ

し
て
地
域
住
民
で
あ
る
高
齢
者
、
女

性
、
あ
ら
た
に
自
治
会
入
り
さ
れ
た

非
農
家
の
方
が
何
ら
か
の
形
で
地
域

営
農
に
関
わ
っ
て
い
け
る
か
の
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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青
垣
地
域

市
島
地
域

日
々
勉
強
　
毎
年
一
年
生

有
機
栽
培
を
取
り
入
れ
た

土
地
利
用
型
農
業
に
つ
い
て

足
立
　
俊
哉

高
見
　
康
彦

　

私
は
就
農
し
て
か
ら
ま
だ
日
が
浅

い
で
す
が
、
以
前
は
会
社
員
と
し
て

働
い
て
い
ま
し
た
。
農
機
の
販
売
会

社
で
し
た
。
入
社
し
た
の
は
昭
和

六
十
年
で
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
コ
ン
バ

イ
ン
の
グ
レ
ン
タ
ン
ク
仕
様
が
出
始

め
ま
し
た
。
圃
場
整
備
も
整
い
、
機

械
も
大
型
化
し
、
効
率
よ
く
収
穫

作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
当
然

機
械
も
た
く
さ
ん
出
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
会
社
の
倉
庫
へ
行
け
ば
天

井
に
届
く
く
ら
い
籾
摺
り
機
が
積
み

上
げ
ら
れ
、
コ
ン
バ
イ
ン
も
ト
ラ
ク

タ
も
所
狭
し
と
収
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
三
十
一
年
が
経
ち
、

機
械
の
性
能
も
よ
く
な
り
ま
し
た

が
、
価
格
も
か
な
り
高
く
な
り
ま
し

た
。
な
か
な
か
手
が
届
き
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
水
稲
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大

納
言
小
豆
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付
け

を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟

で
日
々
勉
強
で
悪
戦
苦
闘
し
て
お
り

ま
す
。昨
年
、水
稲
の
収
量
は
よ
か
っ

　

平
成
十
三
年
に
家
業
を
継
ぎ
就
農

致
し
ま
し
た
。水
稲
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

小
豆
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
作
業
受
託
延

八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
有
機
人
参
三
十

ア
ー
ル
、
経
営
の
特
徴
と
し
て
、
農

薬
を
出
来
る
だ
け
使
わ
な
い
米
作

り
、
水
稲
と
豆
類
や
人
参
と
の
輪
作

に
よ
っ
て
安
定
し
た
生
産
技
術
を
確

立
し
消
費
者
と
の
契
約
に
よ
り
安
定

し
た
販
売
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

又
、
地
元
小
学
生
に
黒
大
豆
等
特

産
物
に
つ
い
て
の
出
前
授
業
を
行

い
、
農
業
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
も

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
経
営
目
標
と
し
て
借
入
農

地
の
堅
実
な
管
理
を
継
承
し
、
地
域

内
で
の
農
地
集
積
を
図
り
農
地
連
担

化
を
進
め
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
図

り
近
い
将
来
法
人
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
新
規
就
農
希
望
者
の
研
修
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
、
後
継
者
の
良

き
相
談
相
手
と
な
り
、
共
に
学
び
、

た
の
で
す
が
、
小
豆
が
不
作
で
収
量

は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
候

不
順
が
災
い
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
農
業
は
、
毎
年
一
年
生
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
豪
雨
や
豪

雪
高
温
と
い
っ
た
天
候
相
手
に
し
て

ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
ん
な

中
で
も
品
質
の
高
い
作
物
を
作
っ
て

い
く
試
行
錯
誤
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

い
か
な
る
逆
境
も
乗
り
越
え
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
の
良
さ
や
魅
力
を
発
信
で
き
る

地
域
農
業
の
担
い
手
を
育
成
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

後
継
者
育
成
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
四
名
の
研
修
生

を
受
け
入
れ
、
三
名
が
市
島
町
内
で

就
農
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
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県
立
氷
上
高
等
学
校
で
は
、
丹
波
市

の
先
進
農
家
や
農
業
関
連
企
業
で
実
習

を
行
い
、
丹
波
市
の
農
業
経
営
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
将
来
、

地
元
に
定
着
し
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
就
業
体
験
を
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
初
め
て

食
品
加
工
課
の
二
年
生
（
四
十
人
）
が
、

昨
年
の
八
月
一
日
か
ら
五
日
に
か
け

て
、
丹
波
市
の
先
進
農
家
や
農
業
関
連

企
業
の
現
場
で
実
習
を
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
実
習
に
参
加
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
の

報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
二
月
八
日
、
丹
波

市
農
業
委
員
と
丹
波
市
認
定
農
業
者

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

丹
波
市
農
業
委
員
会
で
は
、
丹
波

市
農
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
や
農
業
経

営
の
改
善
や
合
理
化
、
農
地
の
利
用

集
積
に
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
認
定
農
業
者
の
方
か
ら
、
農
業
や

農
業
者
が
直
面
し
て
い
る
課
題
や
農

業
振
興
施
策
に
つ
い
て
ご
意
見
を
伺

う
機
会
を
最
も
基
礎
的
な
取
り
組
み

と
考
え
、
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
　
主
な
意
見

　

認
定
農
業
者
か
ら
は
有
害
鳥
獣
の

駆
除
に
関
し
、
箱
ワ
ナ
を
自
治
会
や

農
会
が
市
の
助
成
を
利
用
し
て
購
入

し
、
有
害
鳥
獣
駆
除
に
役
立
て
て
は

と
い
う
提
案
や
、
新
規
就
農
へ
の
助

成
は
手
厚
い
も
の
の
、
認
定
農
業
者

の
後
継
者
が
親
元
で
農
業
に
従
事
す

る
場
合
の
支
援
を
改
善
し
て
ほ
し
い

と
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
丹
波
市
議
会
産
業
建
設
常
任

委
員
会
と
の
懇
談
会
を
二
月
六
日
に

丹
波
市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
平
成
二
十
八
年
十

月
十
八
日
に
農
業
委
員
会
が
市
長
に

宛
て
て
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
を

中
心
に
、
日
頃
の
活
動
状
況
な
ど
も

報
告
し
、
有
意
義
な
意
見
交
換
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
市
議
会
議

員
か
ら
も
遊
休
農
地
の
対
策
、
農
地

転
用
の
傾
向
、
農
業
団
体
と
の
関
係

性
、
丹
波
市
の
農
村
・
農
業
振
興
計

画
へ
の
思
い
な
ど
の
意
見
も
出
さ

れ
、
丹
波
市
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
よ

る
農
業
振
興
、
有
害
鳥
獣
対
策
、
後

継
者
対
策
、
六
次
産
業
化
な
ど
の
丹

波
市
の
農
業
振
興
の
課
題
解
決
に
向

け
て
、
お
互
い
の
率
直
な
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。

な
ど
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
農
家

の
方
に
は
忙
し
い
中
で
学
習
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
そ
ん
な
弱

音
を
吐
い
た
り
で
き
ま
せ
ん
。
暑
い

中
、
黙
々
と
作
業
す
る
の
は
、
と
て

も
大
変
で
、
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
普
段
で
は
で
き
な
い

こ
と
が
経
験
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
、
五
日
間
を
通
し
て
一
番
印
象

に
残
っ
て
い
る
事
で
、
コ
ー
プ
へ
の

出
荷
で
す
。
自
分
で
値
段
を
決
め
、

値
段
シ
ー
ル
を
作
り
、
商
品
に
貼
っ

て
棚
に
並
べ
ま
し
た
。
シ
ー
ル
が
う

ま
く
貼
れ
ず
に
苦
労
し
ま
し
た
が
貴

重
な
経
験
で
し
た
。
ま
た
、
他
の
農

家
の
方
と
も
出
会
い
、作
業
が
速
く
、

挨
拶
も
大
き
な
声
で
元
気
に
さ
れ
て

お
り
驚
き
ま
し
た
。

　

五
日
間
と
短
い
期
間
で
し
た
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や

学
校
で
は
学
べ
な
い
事
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
就
業
体
験

で
学
ん
だ
事
を
学
校
生
活
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
世
話

に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

県
立
氷
上
高
等
学
校
の

生
徒
が
丹
波
市
内
で

就
業
体
験
実
習
を
実
施

県
立
氷
上
高
等
学
校
　
山
本
　
愛
実

　

私
は
、
就
業
体
験
で
様
々
な
事
を

学
び
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
で
す
。
友
達
だ
と
普
通
に
会

話
が
で
き
ま
す
が
、
初
対
面
の
人
に

は
緊
張
し
、
自
分
か
ら
話
し
か
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
、
共
通
の
話
題
を
見
つ
け
会
話
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、作
業
の
大
変
さ
で
す
。

学
校
だ
と
「
疲
れ
た
」、「
し
ん
ど
い
」

就
業
体
験
実
習
報
告

　

お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
今
後
の
農
業
委
員
会
活
動
や
丹

波
市
長
へ
の
意
見
書
提
出
等
に
活
か

せ
て
い
き
ま
す
。

認
定
農
業
者
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催

丹
波
市
議
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
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農地相談日のお知らせ

丹波市賃借料情報

農地相談日のお知らせ

丹波市賃借料情報

農地相談日のお知らせ

丹波市賃借料情報

相談時間：	青垣地域は午後 3：00から午後 4：00まで、その他の地域は午後 2：00から午後 3：30までです。
会　　場：	相談会場は当日、案内板等でご確認下さい。

丹波市内の各地域の、農地の賃借料をお知らせいたします。
平成28年１月から12月までに利用権設定等により締結（告示）された賃借料の平均（10アー
ル当たり）は、下記のとおりです。

農地に関する相談を
お受けします

地域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 会　　場
柏原
地域 13（木） 16（火） 13（火） 13（木） 15（火） 13（水） 13（金） 13（月） 柏原住民センター

氷上
地域 12（水） 15（月） 12（月） 12（水） 14（月） 12（火） 12（木） 10（金） 氷上住民センター

青垣
地域 12（水） 15（月） 12（月） 12（水） 14（月） 12（火） 12（木） 10（金） 青垣住民センター

春日
地域 13（木） 16（火） 13（火） 13（木） 15（火） 13（水） 13（金） 13（月） 春日庁舎

（第1委員会室・４階）
山南
地域 11（火） 12（金）   9（金） 11（火） 10（木） 11（月） 11（水）   9（木） 山南住民センター

市島
地域 11（火） 12（金）   9（金） 11（火） 10（木） 11（月） 11（水）   9（木） 市島農村環境改善

センター

地　　域 田（水稲） 畑（普通畑） 設定率
柏原地域 4,500 円 ―  円 15.4％
氷上地域 5,400 円 ―  円 33.6％
青垣地域 4,500 円 5,200 円 42.1％
春日地域 5,400 円 4,800 円 16.0％
山南地域 4,100 円 6,800 円 45.5％
市島地域 4,500 円 ―  円 24.0％

（参考）丹波市全体 4,800 円 6,100 円 29.3％
※１　貸借には賃貸借と使用貸借があり、設定率は賃貸借が設定された率です。
※２　果樹園等の特殊な賃貸借は除いています。
※３　「平均額」は算出結果を四捨五入し 100円単位としています。

農地の購入・借入の際の
下限面積を改正します

　現在、農地法第 3条の規定により、農地を購入、又は、借入する場合、農用地区域に指
定された農地では、市島地域以外の区域は 30アール以上、市島地域については、10アー
ル以上の耕作面積が必要ですが、平成 29年 7月以降は、市島地域も 30アール以上に改
正しますのでお知らせします。

賃
借
料
の
平
均
額
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